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取扱説明書 

お買い上げいたださちりぴと 
弓ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めの注意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることび 
あ0ます。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要なを意事項と 
製品の取り扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管して< 
ださい。 


A 警告 I Q 

巧全のために ^と 

ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まち 
びった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 接続先の取掘説明書を必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

• 万一異常び起さたら、 ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店に修理を依頼する。 


齡警告 1 

巧巧まをのために 

運転中は使用しない 
自動車やバイク、自乾車などの運転中に、イヤーレシーバーは絶巧に使わないでくだ 
さい。交通事故の原因となりまず。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こえ 
ないとを険な場所では使わないでください。 


0 


拉注意 1 0 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を ^と 
ちえることびあります。耳を守るため、音量を上げすぎないよラにご注意<ださい。 

• このイヤーレシーバーは、音量を上げすざると音びがに漏れます。音量を上げすぎ 
て、まわりの人の迷惑にならないように気をつけましよラ。雑音のをいところでは 
音量を上げてしまいびちですび、イヤーレシーバーで聞<とさはいつち呼びかけら 
れて返事びで去る<らいの音量を目安にして<ださい。 

• イヤーレシーバーび11に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師または 
ソニーの相談窓□、お買い上げ店にご相談<ださい。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止してください。 

• イヤーピースはしっかり取り付けて < ださい。イヤーピースびはずれて耳に鶏ると、 
けびや病気の原因となることびあります。 


まな特長 

•直径16 mm ダイナミック型ドライバーユニット採用により、広帯域再生、広ダイ 
ナ S ックレンジと解儘度の高い再生音を実現 
• ドライバーユニットに ML (マルチレイヤー）ダイアフラムを採用することにより 
不要な振動を抑制し、解像度の高い再生音を実現 
•从ウジングにアル S ニウム合金及び制振 ABS を採用し、不要な振動を抑え、低音 
のスムーズなレスポンスとク1」アな中高音を再現 
• 手作業による精綱な音質調整により理想的な音響特性を確保 
• 耳へのま定性を高めるフレキシプルイヤー八ンガー 

• ドライバーユニットを列耳道に巧して垂直に配置する、密閉型バーティカル‘イン’ 
ザ-イヤー方式採用にぶり耳への負担びかなぐ陕適で安定した装着性を実現 
• 从イブ U ッドイヤーピース （7 種類： SS 、 S 、 MS 、 M 、 ML 、 し LL ) に加え、遮 
音性を向上させる新開発ノイズアイソレーションイヤーピース （3 種類： S 、 M 、 L ) 
ち付属 

• 着脱式コード (1.2 m /0.6 m ) 

• 本革製キヤリングケース付属 


接続のしかた 

ステレオミニプラグ対応の機器に接続できまず。 


愈の印の付いた方を右耳に、のの印の付いた方を左耳に付けてください。 
必の印の方には左ち識別用の突起びあります。 


をち識別用突起 


の（グレ—） ® 陆） 

1 イヤーレシーバーを下図のよラに持ち、 A ンガーをちのおになるよラに曲げる。 



2 A ンガーを写の後ろにかけながら、本体を写に装着する。 



3本体を上下をちに動かして、おさまりの良い位置に調節ずる。 


4ハンガーが耳にぴったりと沿うように調節ずる。 





をヒント 

下図のよラに、ちの根元を"ンガーと本体で挟み込むよラに押さえると、イヤーレシーバーび安定 
します。 


レ 



コードの交換方法 

コードをはずずには 

イヤーレシーバーのネジ部分をはずしてから〕ードを弓 I を损いてください。 

ごま意 

八ンガーの根元を回さないで<ださい。破損の原因とな0ます。 





つなぐ機器に合わせてコードを付け換え6れます。「コードの交換ち法」をご覧ください。 


コードを取り巧けるには 

コードの先とイヤーレシーバーの®⑥の色で左右を確認してから、コードをイヤー 
レシーバーに差し込み、すを間びなくなるまでネジ部分を締め込んでください。 

ごま意 

コードを斜めに差し込んだ状態で、ネジ部分を巧理に締めないで<ださい。破損の原因となります。 



コードスライダーの使いかた 

コードスライダーを上下に動かして、コードの分岐を調節することびで去ます。 






イヤーピースの正しい装着方法 


まな仕様 


イヤーピースび耳にフィットしていないと、低音び聞こえないことびあります。より 
良い音質を楽しんでいただ<ためには、イヤーピースのサイズや種類を交換したり、 
おさまりの良い位置に調整するなど、ぴったり耳に装着させるよラにしてください。 
お買い上げ時には、八イプ U ッドイヤーピースの M ヴイズび装着されています。ヴ 
イズや種類び耳に合わないと感じたとさは、付属のイヤーピースの中から、最適なち 
のを選んで交換してください。 

イヤーピースびはずれて耳に鶏らないよラ、イヤーピースを交換する際には、イヤー 
レシーバーにしっかり取り付けてください。 


八イブリツドイヤーピースについて 
イヤーピースのサイズ（内側の色） 断面図 


局し、 


局さ 


低い 



ノイズアイソレーションイヤーピースについて 

本機には八イプ U ッドイヤーピースに加えて、より耳にフィットし、遮音性を向上さ 
せる目的で、ノイズアイソレーションイヤーピースを付属しています。 S 、 M 、 L の 
3サイズの中から適したサイズをお選びください。 

イヤーピースのサイズ（内側の色） 断面図 



• ノイズアイソレーションイヤーピースは、しっかりと耳にフィットすることにより効果を発揮し 
ますび、長時間の使用により、耳への負担び大さくなる恐れびあります。痛みや違和感のある場 
合には、使用を中止して<ださい。 

• 低反撥ウレタン素材は非常に柔らかいため、ウレタンだけを持ったり引っ張ったりしないでくだ 
さい。ウレタンび破れたり、イヤーピースから分請したりすると、元に戻らず、ノイズアイソレー 
ションイヤーピースとして機能しなくなります。 

• 低反撥ウレタン素材は、長期の使用•保存によりち化します。反撥力び失われて硬くなってくる 
と、ノイズアイソレーションイヤーピースとして機能しなくなる恐れびあります。 

• ノイズアイソレーションイヤーピースは洗わないでください。また、汗などは充分に乾燥させて、 
低反撥ウレタン内部に水分び残らないよラにして<ださい。早期劣化の原因となる恐れびありま 
す。 

イヤーピースをはずすとさは 

イヤーレシーバーを片手で押さえ、もラー方の手でイヤーピースを軸ごとねじりなび 
らはずします。 



ぐヒント 

イヤーピースび滑りやす<はずしに<いとをは、乾いた柔らかい巧で<るむとはずしやす<なりま 
す。 

イヤーピースをつけるとさは 

イヤーレシーバーの突起部分び完全に隠れるまで、イヤーピースの着色部分を押し込 
んで < ださい。 



キヤリングケースの使いかた 

あらかじめコードスライダーを引き上げてコードをまとめてください。 


お式： 密閉ダイナ S ック型 

ドライパーユニット： 16 mm 、 ドーム型 （ CCAW 採用） 

最大入力： 200 mW ( IEC *) 

インピーダンス： 32 0 (1 kHz にて） 

音圧感度： 107 dB/mW 

再を周波数帯域： 4 Hz 〜28,000 Hz 

コード： 1.2 m /0.6 m ( OFCU ッツ線、 Y 型コード、着脱式） 

プラグ： 金メッキ L 型ステレオミニプラグ （1.2 m コード） 

金メッキステレオ S ニプラグの. 6 m コード） 

質量： 約 8 g (コード含まず） 

付属品 

キヤ U ングケースり）/ 1.2 m コード （ RK - EX 目 00 LP 、 1)/0.6のコード （ RK - EX 600 SP 、 1)/ハ 
イプ1」ッドイヤ— ピ—ス （ SS 、 S 、 MS 、 M 、 ML 、 し LL 鲁 2) / ノイズアイソレーシヨンイ中ーピー 
スじ、 M 、 L 各 2) / 

保証書 （1) /取扱説明書 （1) 

* IEC (国隙電気標準を謡）規格による測定値です。 

本機の仕様おぶび外観は、改良のため予告な<変更することびあ0ますび、ご了承<ださい。 

"ウオークマン"、 — WALKMAN "、" WALKMAN " □コは、ソニー株式会社の登録商標 
です。 


取り扱い上のご注意 

• このイヤーレシーバーは、力を加えたり重さを加えたりしたまま長時間放置ずると、 
変あしてしまラ恐れびあります。保管するときは変形しないよラにしてください。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないでください。 

• ユニッ ト部はていねいに掘って<ださい。 

• ノ V ンガーやコードを持って無理に引っ張らないでください。 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光のあたる場所には置かないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

•常に良い音でお聞をいただ<ために、プラグを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔 
に保ってください。 

• 汚れは、乾いた柔らかい巧でふを取ってください。その際、内部に息を吹きかける 
ことはしないでください。特にプラグ部分を巧れたままにしておくと、音質び悪く 
なったり、音びとぎれたりすることびあります。 

• 八イプ U ッドイヤーピースのお手入れは、イヤーレシーバーからイヤーピースをは 
ずし、ラすめた中性洗剤で手洗いしてください。洗浄後は、水気をよくふいてから 
ご'イホ用ぐだづ:•し、。 

• イヤーピースは長期の使巧-保をにより祟化する恐れびありまず。 

• イヤーピースは、誤飲や窒息などの危険びありますので、ルさなお子様の手の届か 
ないところに保管してください。 

イヤーピースは消耗品です。イヤーピースが破損し交換する場合は、別売りの 
EP - EX 10 シリーズ （ SS 、 S 、 M 、 L の各サイズ）をお買いホめください。 


1.2 m コード （ RK - EX 600 LP ) と 0.6 m コード ( RK - EX 600 SP ) び破損した場合は、 
ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相談ください。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店 
にご柏談ください。 


静電気に関するご注意 

空気び乾燥する時期に耳にピ U ピ U と痛みを感じることびありますび、イヤーレシー 
バーの故障ではなく人体に蓄積される静電気によるちのです。静電気の発生しにくい 
天然素材の衣服を身に着けていただくことにより軽減されます。 

保証書と アフターサービス 

巧証書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 
調子が悪いとさは 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 


1 インナーケースにイヤーレシーパ‘一を収納する。 

2 インナーケースの横みぞにコードを巻いてプラグをおさめてから、キヤリング 
ケースに収納する。 



ごま意 

• コードび断線する恐れびありますので、キヤ IJ ングケースを閉じる際にはコードをはさまないよ 
ラご注意 < ださい。 

• キヤ IJ ングケースについてのご注意 

一天然の素がを使巧してお D ますので、整震料や巧脂などの影響にぶ D 、 色落ちして他のちのに 
付着する場合びあ0ます。また、一品ごとに風合いや色合いび異なる場合びあ0ます。 

一お手入れの際に溶剤（アルコール-シンナーなど）は使わないで<ださレ。蜜色-変形-劣化 
などによ0キヤ U ングケースをいためる摇合びあ0まず。 

-姑れた攝合には、乾いたタオルでなさ取 D 、 充分乾燥させてからご使巧<ださい。色落ちの原 
因となります。 

一炎天下や直射曰光の当たる車中など高温を湿になるところには放置しないで<ださい。 


それでち員合が悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンか5 

http :// www . sonv . co . jp / avp - reqi / 


携帯電話から 

2次元コード対応の力^ラつを携帯電話の読み取り機能で 
ご利用 < ださい。 

http :// req . msc . m . sony . jp / avp / 



よ < あるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談あ口 


フリーダイヤル . 

0120 -333-020 

携帯電話’ PHS ’ 一部の IP 電話’ 

04巨色-31-吕已11 

修理巧談窓口 

フ1」 ー ダイヤル . 

0120 -222-330 

携帯電話 -PHS •—部の IP 電話- 

04目 6-31 -吕已31 

※取扱説巧書’リモコン等の磨入相該はこちらへお問い合わはくだごい。 


FAX (共近）01吕 0-333-389 


左記番号へ接続を、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

巧〇引 + r#j 

を巧して < ださい。 
直接、担当窓□へ 
おつなぞしまず。 


ソニー株式会社〒1 08-007 己東京都港区港南 1-7-1 















